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本
書
は
箪
命
期
パ
リ
の
民
衆
運
動
を
研
究
し
て
い
る
R
・
モ
ニ
エ
女
史
の

近
署
で
あ
り
、
主
に
一
七
九
　
年
か
ら
総
裁
政
府
期
ま
で
の
パ
リ
に
お
け
る

「
世
論
」
「
公
共
空
間
」
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
論
の
基
調
を
な
す

の
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
い
う
「
公
共
圏
」
の
問
題
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
史

研
究
に
お
い
て
、
「
世
論
」
の
問
題
は
、
主
に
旧
制
度
の
研
究
、
も
し
く
は

シ
ャ
ル
チ
エ
や
ベ
イ
カ
ー
に
見
ら
れ
る
輩
命
の
文
化
的
起
源
を
め
ぐ
っ
て
進

展
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
政
治
文
化
と
直
接
リ
ン
ク
さ
せ
た
研
究

は
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
世
論
の
創
出
と

喪
失
、
倉
主
的
公
共
空
間
の
拡
大
と
収
縮
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
革
命
期

の
共
和
主
義
運
動
を
検
討
し
て
い
る
。

　
本
書
で
は
、
政
治
結
社
に
特
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
革
命

期
の
政
治
結
社
の
研
究
と
い
え
ば
、
パ
リ
お
よ
び
地
方
の
ジ
ャ
コ
パ
ソ
ク
ラ

ブ
が
主
な
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
個
別
研
究
は
も
と
よ
り
、
古
く
は
プ
リ
ン

ト
ソ
、
近
年
で
は
ケ
ネ
デ
ィ
や
ブ
チ
エ
と
ブ
ー
ト
リ
ー
に
よ
る
総
合
研
究
が

地
方
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
為
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
が
主

た
る
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
ジ
ャ
コ
パ
ン
で
は
な
く
、
パ
リ
市
内
の

地
区
に
相
当
す
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
お
よ
び
セ
ク
シ
ョ
ン
の
民
衆
協
会
で
あ

る
。
さ
ら
に
結
社
と
共
に
世
論
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
出
版
物
、
セ
ク

シ
ョ
ン
の
諸
制
度
、
セ
ル
ク
ル
と
よ
ば
れ
る
結
社
や
個
々
の
活
動
分
子
に
も

目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
革
命
期
パ
リ
の
民
衆
の
結
社
に
関
す
る
研
究
は
意
外
に
少
な
い
。
確
か
に

ブ
ー
ル
ダ
ン
の
先
駆
的
業
績
、
共
和
二
年
の
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
に
関
す
る
ソ

ブ
ー
ル
の
研
究
、
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
岡
本
明
氏
、
井
上
す
望
氏
や
柴

田
三
千
雄
氏
ら
の
業
績
が
あ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
で
は
近
年
パ
リ
の
結
社

に
つ
い
て
の
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、
そ
の
意
味
で
本
書
は
パ
リ
の
政
治
史

に
つ
い
て
の
最
新
の
成
果
と
い
え
よ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
四
半
世
紀
の
間
に
歴
史
学
の
潮
流
は
大
き
く
変
化

し
た
。
特
に
革
命
史
研
究
に
か
か
わ
る
こ
と
で
の
大
き
な
転
換
は
「
政
治
文

化
」
論
に
代
表
さ
れ
る
、
政
治
史
へ
の
回
帰
で
あ
ろ
う
。
八
○
年
代
に
大
き

く
進
行
し
た
政
治
史
志
向
は
社
会
史
の
洗
練
を
受
け
た
形
で
、
文
化
史
の
形

態
を
取
っ
て
現
わ
れ
た
。
そ
の
主
た
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ

た
分
野
、
検
討
し
尽
く
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
分
野
に
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
趨
勢
に
お
い
て
モ
ニ
エ
は
、
ソ
ブ
ー
ル
の
研
究
で
語
り
尽
く
さ
れ

た
感
の
あ
っ
た
パ
リ
の
政
治
結
社
を
、
世
論
の
形
成
と
い
う
側
面
か
ら
、
い

ま
一
度
研
究
の
姐
上
に
乗
せ
る
の
で
あ
る
。

　
評
者
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ル
ー
ア
ン
の
政
治
結
社
の
研
究
を
専
門
と
し
、

革
命
期
の
公
共
空
間
と
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
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評

題
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
本
書
は
評
者
の
研
究
の
出
発
点
と
な
り
、
ま
た

比
較
研
究
の
材
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
著
老
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
、
と
て
も
全
部
を
紹
介
で
き
な
い
が
、
以

下
各
章
ご
と
に
簡
単
な
内
容
の
要
約
と
評
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

跨
く
群
。
謬
学
噌
き
娼
自
暮
回
臣
謹
。
塵
簾
。
鉱
0
5

　
こ
こ
で
は
本
書
で
扱
う
テ
ー
マ
の
全
体
的
な
見
取
り
図
と
、
研
究
対
象
と

な
る
パ
リ
の
政
治
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず

革
命
期
の
パ
リ
の
民
衆
運
動
を
扱
っ
た
ソ
ブ
ー
ル
等
の
先
行
研
究
に
触
れ
、

そ
れ
が
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
に
焦
点
を
あ
て
た
点
で
は
評
価
し
な
が
ら
も
、
コ

ミ
ュ
ー
ン
と
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
首
都
に
卓
越
し
た
役
割
を
与
え
た
の
は
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
だ
け
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
運
動
の
背
景
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
県
、
大
小
の
政

治
結
社
に
よ
る
権
力
の
「
仲
介
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト

運
動
は
力
を
持
ち
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
著
者
は
、
統
一
的
な
行
動
・

意
志
が
完
成
さ
れ
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
仲
介
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
璽

点
を
お
く
。
そ
し
て
民
主
的
な
運
動
の
「
仲
介
」
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
互
の
空
間
を
構
成
し
て
い
る
絆
を
見
い
だ
し
社
会
構
造
と
政
治
蘭
実
践
の

問
の
関
係
と
ず
れ
を
再
考
す
る
の
で
あ
る
。

　
上
記
の
よ
う
な
研
究
の
見
通
し
の
う
え
で
重
視
さ
れ
る
の
が
当
時
の
新
聞

と
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
、
特
に
政
治
結
社
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
研
究
対
象

は
ジ
ャ
コ
バ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
、
民
衆
協
会
、
セ
ル
ク
ル
や
学
校
な
ど
に

む
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
ジ
ャ
コ
バ
ン
に
偏
っ

て
い
た
こ
と
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
革
命
期
の
パ
リ
に
つ
い
て
の
政
治
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
列
挙
さ
れ
、

次
章
以
下
の
研
究
の
道
筋
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
著
者
は
パ
リ
の
役
割
を
正

し
く
検
討
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
的
思
想
の
道
筋
、
批
評
的
討
論
空
間
の
出

現
を
聞
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し
、
本
論
に
入
っ
て
ゆ
く
。

μ
．
『
㊦
噂
噌
＆
o
酔
⇔
ゆ
ヨ
。
窪
無
貫
蝦
①

　
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
九
三
年
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
革
命
初
期

の
政
治
的
・
文
化
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
軽
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
こ

で
本
章
で
は
主
に
九
一
年
の
パ
リ
に
お
け
る
政
治
結
社
の
活
動
と
、
世
論
の

形
成
・
発
展
を
検
討
し
て
い
る
。

　
九
〇
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
は
、
パ
リ
に
は
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
が
加
入

す
る
民
衆
協
会
や
労
働
者
の
結
社
が
多
く
創
設
さ
れ
た
。
革
命
家
達
は
そ
れ

を
世
論
が
生
ま
れ
拡
大
し
て
ゆ
く
場
と
し
て
み
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
議
会

は
、
集
団
に
よ
る
請
願
権
を
禁
止
す
る
九
一
年
五
月
一
〇
日
の
デ
ク
レ
で
、

結
社
の
活
動
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
デ
ク
レ
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
ら

ジ
ャ
コ
バ
ン
左
派
の
他
、
パ
リ
の
民
衆
の
諸
結
社
か
ら
猛
反
発
を
受
け
る
。

こ
れ
は
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
の
よ
う
に
請
願
権
を
個
人
に
属
す
も
の
と
す
る
側
と
、

そ
れ
は
自
然
権
に
属
す
と
す
る
側
の
対
立
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
デ
ク
レ
は
結
社
に
よ
る
妾
局
批
判
や
、
発
展
・
増
大
す
る
結
社
の
活

動
に
、
当
局
が
不
安
を
抱
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
議
会
と
パ
リ
の
人

々
の
対
立
は
、
世
論
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
側
と
、
意
見
を
自
由
に
表
明
し

よ
う
と
す
る
側
の
闘
争
で
あ
り
、
当
局
が
結
社
の
世
論
動
員
力
を
高
く
評
価

し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
こ
の
デ
ク
レ
は
各
結
社
で
物
議
を
か
も
し
た

が
、
本
章
で
は
「
真
理
の
友
の
会
」
の
一
機
関
で
あ
っ
た
セ
ル
ク
ル
・
ソ
シ

ア
ル
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
セ
ル
ク
ル
・
ソ
シ
ア
ル
は
九
一
年
二
月
以

来
、
諸
結
社
に
席
を
開
放
し
互
い
の
活
動
内
容
の
情
報
交
換
と
監
視
を
促
し
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て
い
た
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
討
論
が
世
論
の
支
持
を
得
て
七
月
の
共
和
政

支
持
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
脚
結
粒
の
勢
力
を
結
集
し
「
連
盟
す
る
」
隷
野
江
p
房
9

動
き
が
結
社
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
か
ら
生
じ
て
き
た
。
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
あ
る
ロ
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
九
一
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
「
愛
国
協
会
中

央
委
員
会
」
が
そ
の
　
例
で
あ
る
し
、
ま
た
前
述
の
セ
ル
ク
ル
・
ソ
シ
ア
ル

の
開
放
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
一
方
、
ヴ
ァ
レ
ソ
ヌ
事
件
以
後
こ
う
し
た
動

き
と
平
行
し
て
、
パ
リ
の
世
論
で
は
「
共
和
政
」
「
主
権
し
と
い
う
テ
ー
マ

が
浮
上
し
た
。
第
三
節
で
は
こ
の
好
期
の
セ
ル
ク
ル
・
ソ
シ
ア
ル
の
理
論
的

指
導
者
で
あ
る
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
、
ボ
ン
ヌ
ヴ
ィ
ル
の
思
想
が
詳

細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
世
論
形
成
能
力
と
主
権
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
理
論

（
世
論
一
第
四
の
権
力
機
関
）
は
代
議
制
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
九
｝
年
、
パ
リ
で
は
、
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
や
セ
ル
ク
ル
・
ソ
シ
ア

ル
の
周
囲
で
、
結
社
が
取
り
結
ぶ
ヨ
コ
の
連
帯
で
あ
る
「
連
盟
主
義
」
（
「
フ

ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
」
）
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
九
一
年
の
結
社
を
巡
る
論
争
と
リ
ー
ダ
ー
の
思
想
を
、
わ
が
国
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
「
真
理
の
友
の
会
」
や
セ
ル
ク
ル
・
ソ
シ
ア
ル
の
活
動

か
ら
論
じ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
九
一
年
の
結
社
、
団
体

に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ル
ド
法
や
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
に
も
っ
ぱ

ら
関
心
が
集
中
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
著
者
が
五
月
一
〇
日
の
デ

ク
レ
に
焦
点
を
あ
て
、
結
社
の
活
動
を
検
証
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

し
か
し
デ
ク
レ
と
上
記
の
法
の
思
想
的
関
係
に
は
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ
と

が
惜
し
ま
れ
る
。

紳
』
奪
。
o
o
ぴ
罫
。
。
O
o
肖
自
①
犀
①
議
。
酔
ω
瀞
盗
m
6
巳
。
暮
窃

　
本
章
で
は
主
に
九
一
年
か
ら
共
和
二
年
春
ま
で
の
運
動
を
扱
い
、
主
に
コ

ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
に
よ
る
世
論
動
員
の
努
力
と
議
会
に
よ

る
弾
圧
が
描
か
れ
て
い
る
。
ソ
ブ
ー
ル
は
九
三
年
に
民
衆
協
会
が
セ
ク
シ
ョ

ン
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
に
関
与
し
た
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
モ
ニ
エ
は
、

結
社
が
ロ
ー
カ
ル
な
事
例
に
関
わ
る
も
の
の
、
世
論
表
明
と
い
う
か
つ
て
の

機
能
を
喪
失
し
て
い
る
と
し
て
そ
れ
を
跡
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
九
一
年
秋
以
降
、
罠
衆
協
会
は
選
挙
に
お
い
て
、
候
補
者
の
人
選
や
長
所

に
つ
い
て
討
論
し
第
｝
次
集
会
の
作
業
を
準
備
す
る
、
圧
力
団
体
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
結
社
を
単
な
る
仲
介
者
か
ら
脱
却
せ

し
め
、
行
政
リ
ー
ダ
ー
の
母
胎
に
化
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
政
治
結
社
は
九
三
年
に
は
市
内
だ
け
で
四
〇
な
い
し
五
〇
も
設
立
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
世
論
に
お
け
る
民
主
的
思
想
の
成
功
を
示
し
て
い
る
。
結
椎

の
リ
ー
ダ
ー
は
選
挙
を
通
じ
て
行
政
機
関
に
入
っ
て
ゆ
き
、
九
二
年
夏
月
一

〇
日
以
降
、
こ
の
動
き
は
加
速
す
る
。
各
結
社
は
そ
の
会
員
を
パ
リ
市
全
体

か
ら
集
め
て
い
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
は
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
分
子
で
あ
り
、

特
に
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
。

　
次
に
著
者
は
よ
り
具
体
的
に
検
証
す
べ
く
、
リ
ュ
ク
サ
ソ
ブ
ー
ル
、
マ
ラ

ー
の
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
か
ら
九
二
、
三
年
の
世
論
の
役
割
を
考
え

る
。
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
・
セ
ク
シ
ョ
ン
の
結
社
は
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
追
従
し
、
九
二
年
五
月
頃
か
ら
反
王
政
的
な
色
彩
を
強
く
す
る
。
ま

た
パ
リ
や
地
方
の
結
社
と
連
帯
を
強
め
運
絡
を
密
に
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は

九
㎝
年
夏
の
「
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
う
か
が
え
る
。
セ
ク

シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
…
は
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
り
、
九
三
年
以
降
、
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若
干
の
民
主
化
が
み
ら
れ
る
。

　
一
方
マ
ラ
ー
（
旧
テ
ア
ト
ル
・
フ
ラ
ン
セ
）
・
セ
ク
シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
に

も
、
九
一
年
以
来
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
選
出
さ
れ
、
以
後
数
年
闘

彼
ら
が
セ
ク
シ
ョ
ン
の
政
治
を
支
配
し
た
。
九
三
年
九
月
以
降
は
サ
ン
キ
ュ

ロ
ッ
ト
が
セ
ク
シ
ョ
ン
行
政
に
漫
透
し
、
革
命
委
員
会
へ
も
進
出
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
共
和
二
年
ジ
ェ
ル
ミ
ナ

ル
と
プ
レ
リ
ア
ル
に
政
府
が
介
入
し
、
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
層
の
排
除
、
結
果

と
し
て
の
穏
和
派
の
勢
力
復
活
が
あ
っ
た
。

　
本
章
で
は
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
浸
透
が
詳
細

に
描
か
れ
て
い
る
。
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
層
と
議
会
の
あ
い
だ
に
位
置
す
る
コ

ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の
権
力
把
握
、
影
響
力
が
実
証

的
に
示
さ
れ
て
い
て
、
パ
リ
の
民
衆
運
動
の
実
態
の
理
解
に
役
立
つ
。
た
だ

し
著
者
は
結
社
の
世
論
表
明
と
い
う
機
能
の
喪
失
に
つ
い
て
は
、
結
社
が
政

府
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
究
極
的
に
は
そ
う
だ

と
し
て
も
結
社
の
編
成
原
理
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

Q
。
●
ピ
．
国
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彗
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本
章
で
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
観
、
共
和
主
義
の
「
学
校
」
、

パ
リ
郊
外
の
「
政
治
化
」
、
そ
し
て
共
和
二
年
春
の
パ
リ
に
お
け
る
民
衆
協

会
の
解
散
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
九
二
年
八
月
｝
○
日
以
後
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
代
表
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
彼
は
パ
リ
の
コ
、
ミ
ュ

ー
ン
や
セ
ク
シ
ョ
ン
が
、
地
方
都
市
の
自
治
体
や
民
衆
協
会
と
連
絡
を
直
接

取
る
こ
と
（
こ
れ
は
公
会
か
ら
「
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ム
」
と
し
て
攻
撃
さ
れ
る
）

を
擁
護
し
、
蜂
起
権
の
正
当
性
を
自
然
権
の
観
点
か
ら
主
張
し
た
。
彼
は
世

論
・
人
民
と
立
法
者
を
直
接
結
び
つ
け
る
と
い
う
構
想
を
も
ち
、
パ
リ
の
コ

ミ
ュ
ー
ン
に
彼
の
革
命
理
論
に
お
い
て
、
蜂
起
権
を
有
す
る
特
別
な
位
置
を

与
え
て
い
た
。
ま
た
彼
は
第
　
次
集
会
に
よ
る
議
員
選
出
と
法
の
審
査
を
考

え
て
お
り
彼
の
世
論
に
対
す
る
態
度
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
著
者
は
次
に
、
革
命
期
パ
リ
の
教
育
に
つ
い
て
論
じ
る
。
革
命
期
の
政
府

は
「
市
民
」
教
育
の
観
点
か
ら
、
教
育
に
は
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

し
か
し
本
節
で
は
政
府
の
公
教
育
政
策
な
ど
で
は
な
く
、
教
育
に
対
す
る
個

人
的
・
自
発
的
努
力
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
レ
オ
ナ
ー
ル
．
ブ
ー
ル

ド
ン
が
九
二
年
春
に
設
立
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
若
者
の
会
」
、
共
和
二
年
に
は

四
八
セ
ク
シ
ョ
ン
す
べ
て
に
で
き
一
三
五
〇
〇
入
以
上
の
生
徒
が
い
た
セ
ク

シ
ョ
ン
の
学
校
、
さ
ら
に
「
共
和
主
義
の
学
校
」
と
し
て
の
民
衆
協
会
が
検

討
さ
れ
る
。
子
供
の
み
な
ら
ず
大
人
も
「
学
校
」
で
「
市
民
」
と
し
て
の
数

育
を
う
け
共
和
主
義
轟
轟
を
身
に
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
次
節
で
は
、
パ
リ
郊
外
に
お
け
る
「
政
治
化
」
の
状
況
が
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
。
パ
リ
郊
外
で
は
九
三
年
秋
以
降
、
政
治
結
社
が
多
く
設
立
さ
れ
、

そ
の
創
設
者
達
は
激
師
な
ど
村
の
文
化
生
活
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
活
動

の
中
心
は
教
育
、
監
視
活
動
、
食
料
問
題
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
な
ど
で
あ
り
、

郊
外
の
結
社
同
士
や
パ
リ
の
結
社
と
提
携
し
、
特
に
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
と

の
結
び
つ
き
を
重
視
し
て
会
員
と
の
緊
密
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
。
共
和

二
年
春
に
ほ
と
ん
ど
の
結
社
は
活
動
を
停
止
し
て
し
ま
う
が
、
政
治
結
社
の

経
験
は
短
い
な
が
ら
も
、
新
し
い
価
値
の
普
及
、
共
和
主
義
酌
公
共
空
間
の

形
成
に
大
ぎ
な
影
響
力
を
は
た
し
た
。

　
最
後
に
共
和
二
年
春
の
パ
リ
の
畏
衆
協
会
解
散
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

従
来
ソ
ブ
ー
ル
の
説
明
で
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
と
セ
ク
シ
ョ
ン
が
紺
立
し
政
府

か
ら
の
圧
力
で
民
衆
協
会
は
解
散
・
活
動
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
と
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
こ
の
解
釈
に
一
定
の
修
正
を
迫
っ
て
い
る
。
ブ
ル
ー
タ
ス
・
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セ
ク
シ
ョ
ン
、
シ
ャ
リ
エ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
の
会
議
や
建
白
書
を
検
討
す
る
と
、

民
衆
協
会
の
活
動
停
止
の
決
定
は
、
九
三
年
秋
以
来
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
自
身
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
セ
ク
シ
ョ
ン
内

の
反
革
命
勢
力
が
民
衆
協
会
に
浸
透
し
な
い
よ
う
に
活
動
を
自
粛
し
た
の
で

あ
り
、
一
方
的
に
上
か
ら
の
圧
力
で
解
散
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
時
も
公
会
議
員
た
ち
は
結
社
を
世
論
を
「
連
盟
す
る
」
存
在
と
し

て
批
判
し
て
い
る
。

　
本
章
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
嘉
節
の
連
関
は
薄
く
感
じ
ら
れ
る
。
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
観
と
世
論
の
創
出
の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
し
、

「
学
校
」
に
つ
い
て
も
、
ク
ラ
ブ
を
「
市
民
」
教
育
の
場
と
し
て
捉
え
る
視

点
は
良
い
の
だ
が
、
セ
ク
シ
ョ
ン
や
一
般
の
学
校
と
属
衆
協
会
を
同
列
で
論

じ
る
こ
と
は
や
や
早
計
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
市
民
」
と
し
て
の
教
育
が
必
要

と
い
う
点
で
は
子
供
と
民
衆
は
大
差
な
し
、
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
｝
方
パ
リ
郊
外
の
結
社
の
活
動
が
し
め
す
連

帯
は
、
地
方
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
」
を

想
起
さ
せ
る
。
著
者
は
こ
こ
か
ら
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
の
パ
リ
外
へ
の
、
ま

た
全
国
的
影
響
力
を
い
わ
ん
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ソ
ブ
ー
ル
の
テ
ー

ゼ
に
対
す
る
批
判
は
妥
当
で
、
議
会
対
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
と
い
う
図
式
が
単

純
化
で
き
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

野
⇔
0
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げ
①
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随
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①

　
本
章
は
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
以
後
総
裁
政
府
末
期
ま
で
の
、
世
論
を
め

ぐ
る
政
府
と
結
社
の
対
立
を
扱
っ
て
い
る
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
反
動
以
後
、
地

方
の
結
社
間
で
は
書
簡
の
交
換
が
再
び
活
発
化
し
た
。
モ
ソ
タ
ー
ニ
ュ
派
の

結
社
は
世
論
を
喚
起
し
、
結
社
に
お
け
る
監
視
を
再
び
覚
醒
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
国
民
公
会
に
あ
て
た
地
方
結
社
の
建
白
書
も
増
え
ヴ
ァ
ン
デ
、
ミ
エ
ー

ル
に
そ
の
数
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
以
後
減
少
し
て
い
っ
た
。

　
結
社
に
対
す
る
攻
撃
は
ヴ
ァ
ソ
デ
ミ
エ
ー
ル
ニ
五
日
の
デ
ク
レ
で
決
定
的

に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
対
立
は
九
｝
年
の
議
論
を
再
燃
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
反
結
社
派
は
思
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
連
絡
と
し
て
の

集
会
権
を
個
人
に
属
す
と
し
、
結
社
は
世
論
を
「
連
盟
す
る
」
と
い
う
批
判

を
展
開
し
た
。
一
方
擁
護
派
は
そ
の
自
然
権
的
性
格
を
主
張
し
た
が
、
結
局

彼
ら
の
主
張
は
こ
の
時
期
に
は
も
は
や
通
じ
な
か
っ
た
。

　
パ
リ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

共
和
三
年
プ
リ
ュ
ビ
オ
ー
ズ
に
は
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
や
中
心
部
の
セ
ク
シ
ョ
ン

総
会
は
完
全
に
穏
健
派
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ヴ
ァ
ン
ト

ー
ズ
に
は
パ
リ
に
お
い
て
完
全
に
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
勢
力
は
敗
北
し
て
し
ま

う
。　
新
憲
法
の
も
と
政
治
結
社
の
活
動
は
禁
じ
ら
れ
民
衆
の
集
会
は
カ
フ
ェ
等

で
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、
結
桂
は
共
和
五
年
に
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
「
合
憲
四
二
ル
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
選
挙
な
ど
に
一
定
の
影
響
力
を

行
使
し
た
。
こ
の
活
動
再
開
に
つ
い
て
も
右
派
と
ネ
オ
ジ
ャ
コ
バ
ソ
な
ど
共

和
派
は
対
立
す
る
。
こ
の
対
立
に
つ
い
て
総
裁
政
府
は
、
結
社
の
活
動
に
禁

止
と
寛
容
を
く
り
か
え
す
。
結
局
、
政
府
は
公
共
空
間
の
民
主
的
復
活
と
拡

大
に
反
対
し
、
共
和
六
年
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
に
は
パ
リ
を
は
じ
め
と
し
て
セ
ル

ク
ル
の
閉
鎖
を
命
じ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
、
批
評
的
公
共
空
間
の
拡
大
・

収
縮
を
つ
う
じ
て
、
世
論
の
発
展
を
阻
害
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
で
著
者
の
い
う
公
共
空
間
の
収
縮
に
つ
い
て
は
一
応
首
肯
で
き
る
が

結
社
の
活
動
を
そ
の
目
安
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
収
縮
は
む
し
ろ
共
和
二
年

冬
～
春
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
「
合
憲
的
セ
ル
ク
ル
」
に
つ
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い
て
の
叙
述
は
短
く
、

残
る
。

活
動
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
点
は
不
満
が

　
以
上
、
本
書
の
内
容
紹
介
と
評
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
最
後
に
全
体
を

通
読
し
て
評
者
の
感
想
を
二
、
三
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
、
パ
リ
の
民
衆
運
動

に
介
在
す
る
結
社
、
セ
ク
シ
ョ
ン
や
そ
の
リ
：
ダ
ー
、
ざ
ら
に
世
論
を
喚
起

す
る
新
聞
の
存
在
は
、
あ
る
程
度
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
い
う
「
公
共
圏
」
が
革

命
期
パ
リ
で
開
花
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

一
連
の
動
き
が
、
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
を
軸
と
し
た
権
力
の
「
仲
介
」
で
結

び
つ
い
て
い
た
こ
と
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
革
命
期
パ
リ

の
世
論
形
成
に
コ
ル
ド
リ
エ
ク
ラ
ブ
が
大
き
な
影
響
力
を
果
た
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
結
社
の
機
能
は
、
地
方
に
六
〇
〇
〇
以
上
存
在
す
る
ジ
ャ
コ

バ
ン
の
地
方
支
部
に
も
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
地
方
都
市
の
結
社
研
究

に
も
一
石
を
投
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
本
書
で
は
、
本
来
民
衆
が
排
除
さ

れ
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
」
で
あ
っ
た
政
治
的
公
共
空
間
に
、
民
衆
層
が
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
っ
た
様
子
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
大
き
な
成
果
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
。

　
政
治
結
社
や
セ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
す
る
ヨ
コ
の
連
帯
「
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
」

に
対
し
て
当
局
が
再
三
恐
れ
反
対
す
る
様
子
は
、
い
か
に
世
論
が
政
治
の
正

当
性
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
、
そ
の
発
露
の
場
と
し
て
の
結
社

が
重
要
視
・
危
険
視
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
近
年
研
究
が
進
む

地
方
に
お
け
る
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
」
と
も
関
連
さ
せ
る
こ

と
で
、
中
央
が
め
ざ
し
た
政
治
構
造
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
、
よ
り

大
き
な
問
題
を
射
程
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
公
共
空
間
の
諸
制
度
が
フ
ラ
ン
ス
で
は
革
命
期
に
一
気
に
開
花
し

た
と
い
う
ハ
…
バ
ー
マ
ス
の
主
張
を
、
モ
ニ
エ
が
単
純
に
踏
襲
し
論
を
展
開

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の
主
張
は
モ
デ
ル
が
先
行
し
す
ぎ
て
お
り
、
結
社
の
議
事
録
な
ど
を
検

証
す
る
と
、
結
社
の
実
際
の
活
動
と
彼
の
モ
デ
ル
と
は
齪
飴
を
き
た
す
よ
う

に
評
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
民
衆
協
会
な
ど
の
政
治
結
社
は
革
命
直
前
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
は
宙
妙

な
意
見
表
明
の
場
で
あ
り
、
世
論
が
生
ま
れ
る
場
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に

は
評
岩
も
特
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
九
三
年
以
降
、
結
社
は
メ
ソ
パ
ー
同

士
の
中
傷
・
非
難
や
一
般
席
か
ら
の
怒
号
が
聞
か
れ
る
場
に
も
な
る
の
で
あ

①る
。
こ
れ
は
入
会
が
民
衆
層
に
開
か
れ
結
社
が
急
進
化
し
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
自
由
な
発
言
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら

に
ジ
ャ
コ
パ
ン
独
裁
期
に
は
結
社
が
中
央
政
府
と
密
接
に
関
係
し
て
行
政
組

織
化
し
、
政
府
に
対
す
る
反
対
意
見
は
排
除
さ
れ
、
述
べ
ら
れ
る
意
見
は
あ

ら
か
じ
め
方
向
性
を
設
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
嗣
じ
政
治
的
ソ
シ
ア
ビ

リ
テ
と
い
っ
て
も
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
は
、
初
期
の
政
治
結
社
が
も
っ

て
い
た
「
自
由
」
と
い
う
編
成
原
理
は
み
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
少
数
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
る
民
衆
協
会
支
配
と
結
社
の
急
進
化
、
そ
し

て
政
府
の
下
部
組
織
と
し
て
の
位
置
づ
け
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
結
社
で

表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
既
に
世
論
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

表
開
さ
れ
る
も
の
が
「
世
論
」
。
覧
艮
。
口
窟
げ
賦
ρ
器
か
ら
「
公
共
精
神
」

Φ
ω
畷
曝
書
露
一
〇
に
移
っ
た
と
い
う
革
命
史
家
オ
ズ
ー
フ
の
主
張
を
あ
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
確
か
に
恐
怖
政
治
期
は
民
衆
層
も
結
社
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
、
政
治
参

加
を
経
験
し
、
民
主
的
な
公
共
空
問
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
。
一
方
で
結
社

の
内
実
は
変
化
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
恐
怖
政
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二
期
は
公
共
空
疑
の
拡
大
と
縮
小
が
同
時
に
存
在
し
た
、
も
し
く
は
公
共
空

間
は
内
部
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
モ
デ
ル
は
そ
の
明
快
さ
ゆ
え
に
歴
史
家
に
と
っ
て
魅
力

的
で
あ
る
。
し
か
し
あ
ま
り
に
無
批
判
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
政
治
的
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
の
性
格
の
変
化
、
「
世
論
」
か
ら
「
公
共
精

神
」
へ
の
移
行
、
公
共
空
聞
の
一
定
の
発
展
と
挫
折
と
い
う
三
点
か
ら
、
彼

の
モ
デ
ル
を
修
正
・
補
強
す
る
べ
き
で
な
い
か
と
評
者
は
考
え
る
。

　
と
は
い
え
本
書
が
、
世
論
、
公
共
性
の
問
題
を
革
命
史
と
結
び
つ
け
た
点

で
先
駆
的
な
労
作
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
や
政

治
文
化
論
、
文
化
変
容
の
間
題
と
重
な
る
世
論
の
研
究
の
可
能
性
が
、
革
命

史
研
究
に
大
き
く
開
か
れ
た
と
も
い
え
る
。
実
際
に
公
共
空
間
に
関
わ
る
問

題
は
コ
ロ
ー
ク
「
都
市
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
革
命
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

家
の
間
で
も
重
要
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
地
方
都
市
に
お
け
る

世
論
や
公
共
空
間
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
も
進
展
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
本

書
が
研
究
の
土
台
と
し
て
必
携
の
書
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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